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土 浦 平 和 の 会 ・茨 城コ ープ 平 和 グ ル ープ ポ ッ ポ の 会が 参 加

保 健 生 協 土 浦 支 部は 模 擬 店 （み そ 田 楽な ど）を 出 店し ま す
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平 成 ８年 に茨 城 県 が 「百 里飛 行 場 民 間 共 用 化 推 進 協議 会 」の 名 にお い て 運 輸 省 、防 衛 庁 に 「民 間

共 用 化 」要 望 書 を 出 し て 以 来 ５年 目に な りま す が 、平 成 １１年 に は 運 輸 省 が空 港 整 備 事 業 の調 査費

を 予 算 化 し ま し た。昨 年 度 は 実施 設 計調 査費 が予 算化 され 、「民 間 共 用 化 」に 関 す る運 輸 省 ・防 衛

庁 ・茨 城 県 に よ る ３者 合 意 が成 立し まし た。い よい よ共 用 化 のた め の基 地整 備 が始 ま り ます が 、た

く さ ん の問 題 点 が 指 摘 さ れ てい ま す。
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新 しく 建 設 され る 滑 走 路 は 、自 衛 隊 機 と共 用 とな っ てい る上 に 、基 地 の 西 側 の ぎ り ぎ り の とこ ろ

に 予 定 され てい る ので 、基 地 の拡 張 が 必 要で す。　しか も、そ こ に は 弾 薬 庫 が 在 る の で 、基 地 外 の 工

業 用 地 に 移 転 す る予 定 とい い ます。明 ら か に 便乗 拡 張 です。
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従 来 の認 可 基 準 を 曲げ て 、滑 走 路 の 間 隔 を ２１０メ ート ル とし た こ とか ら 、民 間 大型 機 と 自衛 隊

の戦 闘 機 の共 用 は 、大 き な 危 険 が 伴 うと指 摘 され てい る。
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1本 施 設 （滑 走 路 、着 陸 帯 、誘 導 路 、エ プ ロ ン）の 建設 費 （２５０億 円）は 県 費 負 担 :
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基 本 施 設 （滑 走 路 、着 陸 帯 、誘 導 路 、エ プ ロ ン）の 建設 費 （２５０億 円）は 県 費 負 担 ３分 の１

自衛 隊機 用 滑 走 路に 隣 接 し て 、新 た に 工業 団 地 （航 空 機 整 備 基 地 ）を 建設 す る こ とは 、明 ら か に

自衛 隊 機 のた め の 基 地 機 能 強化 で あ り、便 乗 で あ る。

蓆 凉蔵 廖ＳＷ窟 み彦 寥
１日 ２０～３０便 の需 要 予 測だ が 、地 方空 港 は ど こ で も予 測を 下回っ て 軒 並 み赤 字 で す。

行 事 ご よ み

１・２８　県 平 和 委 拡 大 理 事 会 （市 福 祉 ﾎﾞ ﾗﾝﾃｨｱ会 館 ）

県 平 和 委 新 春 の っ ど い （赤 塚 駅 北 口 駅 ビ ル ）

百 里 初 午 祭 （百 里 平 和 公 園 ）

平 和 の 会 理 事 会 （１中 地 区公 民 館 ）

ビ キ ニ デ ーｉｎ焼 津 气 参加 募 集 中 ）
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